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精 神 薄 蒻 児 教 育 の諸 問題 (2)
―精神薄弱児の読みと算数のレディネスー
特殊教育教室 大















I 読みのレディネス (the reading readiness)
I  子供の能力 (the ability of the chnd)
Ⅲ 語彙の発達 (a deve10pment Of vOcabulary)
Ⅳ  コトバの言忍勾日のと支術 (the teChniquc Of wOrd recognition)
V 読書教材によって作り出される子供の興味 (the interest created in the child toward the
reading material)
Ⅵ 読書教材の適切な選択 (apprOpriate selection Of reading material)




(:註1)R.D. Wil19y:The Mentaly Retarded. 1964, p.86.
(訂L2)A.A. Bennett i Comparative Study of SubnOrmal children in the Elementary Grttes, Contri‐
bution tO Education, No. 510, New YOrk, Bureau o〔Publication, Teachers Co■ge, Columbia
University, 1952.
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b)感覚化の方法 (he senSOrizatiOn method)
この方法は,具体物,実物の提示を使用する方法で,子供は具体的な実習と関連させて,実物と測
定の関係を教えられた。













ある用語に限られねばならないし, また発達段階における日々の生活で使用 されねば ならないこと
移,常に心に留めておかねばならない。従って, 精神薄弱児に教える必要のある語彙は Kirk(註6)も
不すように
1 大  き  さ一一大きい,小さい,ひじょうに大きい,ひじょうに小さい,など
に関係あるコトバ
2距 離 の 長 さ十~メートル,キロメートル,遠とヽ,近とヽ,長い,短とヽ,など
に関係のあるコトバ
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I 読みの レデ イネスの基礎
精神薄弱児に読みの指導を行な う場合,もっとも重要な要因は,読みがどの程度期待できるかを決
める条件である。既に前回提示した推定MAゃ相当学年能力 (GC)の算定,または Bennett,A.

















(言主7)G,N.WilsOn:A survey of the sOcial and business
ContributiOns tO EducatiOn, No. lcklじ 1919.
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the gcneral reading of  ne、vspapers and
(from Kirk & JohnsOn:Educating thc
(詞L9)S.A. Kirk and G.O. 」OhnsOn i Educating the Retarded Child, 1951, pp. %4-255!





4 習慣訓練 :個人の清潔, トイレの習慣,衣服帽子将となど自分の持物への注意
2 社会的経験 f両親,赤ん坊,姉妹兄弟,学友,消防士,警察官,看護婦など関係のある人たち
と話す






























(註40)R.De.Willey:The Mentally Pketarded child, 19る4,pp,99～100.
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って,学級のカリキュラムは,低学年よりもっと構成的でなければならない。またその内容は,日々      §
の生活の領域に関する教科や経験の学習に重点がおかれるべきである。

















































(言と13)S.A. Kirk & O. 」ohnson i EduCating the retarded ch■d. 1951,p.267.































c.コトバの認知に独りで努力する                                  (I
d.理解の程度をしばしば確認する
o.算数,社会,音楽,美術などの他の用具教科で,読みを統合する








(F誌19)R.De.4/illey:The mentally retarded child.1964,pp.102～109.
S.A. Kirk i Op. cit., 1951,pp.255ハツ271.





















階を発展さす優れたモテ イベ エー ターである。
そこで,低学年水準の非形式的算数のレデ ィネスには,つぎのものを導入した経験から成 り立つべ
きであろう。儲21)    ｀
1.時  間―一今日,明日,昨日,週,月,年,時間,時計の見方など,
2.お  金一一実物の硬貨による経験,大きさ,色,ガザィン,価値の比較など
5.温  度―一寒さ,暑さ,暖かさ,冷たさを日中についてのべたり,部屋での感じ,食物 (ア
イスクリーム,スー プ)の比較を常にする場合使用する。
4.重  さ―一軽い,重い,子供によって使用される種々な品物の重さを比較する場合Ь









R,De.ヽVllley i Op.cit., 115～114
(註22)R.De.ヽVilley i op.cit。,p.114
(26Cl) 大 石 純 悟
-     5.具体的な事物――例えば,ブロック,コマその他を使用するとき, 5つづつ組み合わせて配置













































































?Villey i op. cit。, p.116.
|ヽ「illey i op. cit., p.117,
(262) 大 石 純 態
イ.生徒が当面する,いかなる普通の状況でき,計算する能力のあること。
2.4ケタの数を足したり繰り上げたりできる。
6.4ケタの数を引いたり繰り下げたりできる。
4` 9までの掛け算表をしっているし,2ケタの数に立ケタの数を掛けることもできる。
5ぉ・簡単な分数を使用する.。
る。 簡単な形)円;四角,ダイアモンド型,三角,などが描ける。
7j 温度討が読める。
81 正確に時間をつげることができるし,カレンダーを使用することができる。
9.距離の概念がある.。
10Ⅲ お金の名称と価値を知っている。
11. 自分の消費する生活費 (家計費,予算費)を計算することができる。
12.銀行の事業につとヽて理解しており,払戻伝票を作ったり,小切手を書いたりできる。
15. 電話帳を使用したり,時刻表を読ん―だり,種々 の許可書や出生証明書移使用したりする。
14.所得税申告のようなュ能力以上の状況に立った場合ぅ どこで,どの|ように助けが得られるか考
知っている。
恐らく,この時期は,精神薄弱児が数概念の形式教育をうける最後の機会となる場合が多い。特に
社会生活に必要な応用できる算数が,中学校水準で使用されなければならない。
(1967年?月詢H受0
